
私たちは、国民の健康と幸福のため、高度専門医療研究センターとして循環器
疾患の究明と制圧に挑みます。

● 国立循環器病研究センター理念

● 基本方針
循環器病のモデル医療や世界の先端に立つ高度先駆的医療を提供します。
透明性と高い倫理性に基づいた安全で質の高い医療を実現します。
研究所と病院が一体となって循環器病の最先端の研究を推進します。
循環器病医療にかかわるさまざまな専門家とリーダーを育成します。
全職員が誇りとやりがいを持って働ける環境づくりを実践します。

1
2
3
4
5

VOL

24

20

16
 SUMMER

Value Interview

Value Interview
新任部長紹介（看護部部長／薬剤部部長）

最新医療
慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）におけるバルーン
肺動脈形成術（BPA）後の心臓リハビリの有効性を確認
第 3回 S－1g 大会を実施しました！
減塩食のレシピ
連携医紹介

こくじゅん通信

周産期・婦人科部
つながっていく命の輪を
「安全」というキーワードで守る

※

次
号
は　

月
発
行
予
定
で
す
。
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【お問い合せ】

ACCESS

　名神高速道路沿線から

●吹田ＩＣより約１０分

●茨木ＩＣより国道１７１号線今宮を経て約２０分

　近畿自動車道沿線から

●吹田ＩＣより約１０分

　中国自動車道沿線から

●中国池田ＩＣより中央環状線千里中央を経て約２０分

自動車利用の場合

交通アクセス

　地下鉄御堂筋線・北大阪急行線千里中央駅から

●阪急バス 5 番乗場（一部 6 番乗場）　「循環器病センター前」下車（１５分）

●タクシー（３.４ｋｍ，１０分）

　阪急電鉄千里線北千里駅から

●阪急バス 5 番乗場　「循環器病センター前」下車（５分）

●タクシー（１.３ｋｍ，３分）

●徒歩（１５分）

　東海道線・新幹線新大阪駅から

●地下鉄御堂筋線千里中央行　千里中央駅下車（１８分）

鉄道利用の場合

※阪急バスをご利用の方は急行など一部当センター前に停車しない便が

　ありますので、乗車前に十分ご確認ください。

　大阪国際空港（伊丹）から

●大阪モノレール　千里中央駅下車（１２分）

　千里中央にて阪急バスに乗り換え　　阪急バス 5 番乗場（一部 6 番乗場）

　「循環器病センター前」下車（１５分）

●タクシー（２０分）

航空機利用の場合

※阪急バスをご利用の方は急行など一部当センター前に停車しない便が

　ありますので、乗車前に十分ご確認ください。 萱野

国立研究開発法人　国立循環器病研究センター　〒565-8565　大阪府吹田市藤白台５丁目７番１号
国立循環器病研究センター総務課広報係　TEL : 06-6833-5012（代）　http://www.ncvc.go.jp

【お問い合せ】

国立研究開発法人　国立循環器病研究センター　〒565-8565　大阪府吹田市藤白台５丁目７番１号
国立循環器病研究センター総務課広報係　TEL : 06-6833-5012（代）　http://www.ncvc.go.jp

※無料直行バスは、2015 年 12 月 28 日をもって廃止いたしました。

National Cerebral and Cardiovascular Center

※

次
号
は　

月
発
行
予
定
で
す
。

●JR東海道線・新幹線「新大阪」駅下車→地下鉄御堂筋線・

北大阪急行線「千里中央」駅下車→阪急バス5番乗場（一部

6番乗場）「循環器病センター前」下車

●阪急電鉄千里線「北千里」駅下車→阪急バス5番乗場「循環器

病センター前」下車

●大阪国際空港（伊丹空港）→大阪モノレール「千里中央」駅

下車→阪急バス5番乗場（一部6番乗場）「循環器病センター

前」下車

●名神高速道路「吹田IC」より約10分

●名神高速道路「茨木IC」より国道171号線「今宮交差点」を

経て約20分

ACCESS交通アクセス

萱野

「国立循環器病研究センター」は、新しい医療モデルを産み出すクリエイティブな場。それは無限の循環・相互作用となって、
つながっていきます。「青」と「赤」のカラーは、静脈と動脈を示すと同時に、医療と研究、知性と情熱、患者と医師といった、
相対する要素の相互触発と協力をあらわしています。

シンボルマーク

I n f o r m a t i o n
National Cerebral and Cardiovascular Center

国循 市民公開講座を開催いたします

平成 28年7月29日に阪急うめだホールにて「第14回国循　市民
公開講座」を開催いたします。

　本講座は2部制になっており、第1部では2月1日に第2代理事長に就

任した小川久雄が、循環器病の全体的な現状と平成 30年度末に予定

している国循の移転建替を踏まえた今後の国循の展望について講演し

ます。第2部では国循病院の各診療部門長等による講演を実施します。

国循の主な診療部門全てについて一度に講演を行う機会は非常に少

ないので、ぜひ足をお運びいただければ幸いに存じます。

　プログラムの詳細は下記のとおりです。

第14回

〈第1部〉理事長講演：これからの国循
 開会挨拶（病院長　峰松一夫）

● 増え続ける循環器疾患とこれからの国循（理事長　小川久雄）
〈第2部〉循環器病講座
● 循環器疾患予防を目指した生活習慣病の克服～克服の方法と国循の取り組み～
  （生活習慣病部門長　細田公則）
● 脳卒中を疑えば、ACT FAST!（脳血管内科医長　横田千晶）
● 心臓病の子どもたちを救う！～小児循環器医療の最前線から～
  （小児循環器・周産期部門長　白石公）
● とどけ心電図！ここまで進んだ急性心筋梗塞に関する救急隊との連携
 （心臓血管内科医長　田原良雄）
● 身体への負担が少ない新しい診断治療法（副院長　安田聡）
● 患者に優しい心臓外科の新しい治療法（副院長　小林順二郎）
閉会挨拶（副院長　安田聡）

場　　所

会場の詳細図は下図のとおりです↓参加費参加費
無料無料
参加費
無料

● 阪急、阪神 「梅田駅」から徒歩約３分
● ＪＲ｢大阪駅」から徒歩約３分
● 地下鉄御堂筋線「梅田駅」から徒歩約２分

御
堂
筋

大丸
百貨
店

阪急
梅田駅

HEP FIVE

HEP
NAVIO

ヨドバシ
カメラ

新
御
堂
筋

JR大
阪駅

阪阪急急うめだホールうめだホール
（阪急百貨店うめだ本店）（阪急百貨店うめだ本店）

阪急うめだホール
（阪急百貨店うめだ本店）

阪急うめだホール
（阪急百貨店うめだ本店９階）

国循 市民公開講座を開催しました
平成28年7月29日に阪急うめだホールにて「第14回　国循　市民公開講座」を開催しました。今回は
特定の診療部門に焦点を当てた従来の講座ではなく、国循の主な診療部門全てについての講座でした。

　本講座は2部制になっており、第1部では2月1日に第2代理事長に就任した小川久雄が、循環器病

の全体的な現状と平成 30年度末に予定している国循の移転建替について講演いたしました。第 2 部では

国循病院の各診療部門長等による講演を実施いたしました。理事長が一般の方に講演させていただく

ことや国循の全診療部門をご紹介することは滅多にありませんので、国循病院について皆様に知って

いただくいい機会となったと考えます。

　実施したプログラムの詳細は下記のとおりです。

第14回

〈第1部〉理事長講演：これからの国循
 開会挨拶（病院長　峰松一夫）

● 増え続ける循環器疾患とこれからの国循（理事長　小川久雄）

〈第2部〉循環器病講座
● 循環器疾患予防を目指した生活習慣病の克服～克服の方法と国循の取り組み～
  （生活習慣病部門長　細田公則）
● 脳卒中を疑えば、ACT FAST!（脳血管内科医長　横田千晶）
● 心臓病の子どもたちを救う！～小児循環器医療の最前線から～
  （小児循環器・周産期部門長　白石公）
● とどけ心電図！ここまで進んだ急性心筋梗塞に関する救急隊との連携
 （心臓血管内科医長　田原良雄）
● 身体への負担が少ない新しい診断治療法（副院長　安田聡）
● 患者に優しい心臓外科の新しい治療法（副院長　小林順二郎）
閉会挨拶（副院長　安田聡）

今後とも国循をよろしくお願いいたします。

　心臓に病気のあるお母さんの分娩では硬膜外麻酔による無痛分娩が行われ

ます。国立循環器病研究センター周産期・婦人科部では多くの心疾患患者さん

の分娩を取り扱っており、日常的に無痛分娩を行っています。無痛分娩をご希望

される方はどうぞお問い合わせください。

硬膜外麻酔下無痛分娩について

国立循環器病研究センターで出産される患者様に
は心臓や脳血管に合併症をお持ちの方が多くいらっ
しゃいます。出産を終了してもしばらくの入院管理や、
その後も元々お持ちの疾患に対する治療が継続され
ることがほとんどです。もちろん、無事に出産するこ
とが最も重要なことです。リスクを抱える妊婦さんに
とってはなおさら安全の確保が優先され、通常以上
の医学的管理がなされます。しかし、一方で、妊娠、
出産は家族にとってのお祝いごとです。厳重な医学
的管理のもと出産される当センターの患者様にとっ
てもそのことは変わりません。
　多くの分娩を取り扱う施設では“お祝い膳”として
分娩後に特別な食事が用意されます。妊娠、出産を
乗り越えた妊婦さんへのねぎらいとお祝いの気持ち
が込められたものです。私たちは普通よりも多くのリ
スクを抱えて妊娠、出産された患者様にも新しい命
の誕生や、無事出産を終了されたことへのお祝いの
気持ちを“お祝い膳”として伝えたいと以前より考
えていました。しかし、その様な患者様にはカロリー
や塩分の制限が必要な場合が多く、単なる“お祝い
膳”を提供することができませんでした。

　国立循環器病研究センターでは塩を軽く使ってうま
みを引き出す減塩の新しい考え方を「かるしおプロ
ジェクト」として広めることに取り組んできました。入
院中の患者様にもこの考え方にそった病院食が提供
されています。この「かるしおプロジェクト」のもと、
4 月より通常の病院食から一歩進んだ“お祝い膳”
を提供することができるようになりました。何人もの
妊婦さんに召し上がっていただき好評を博しておりま
す。分娩後の落ち着いた状態を確認し、周産期病棟
スタッフ、栄養管理室スタッフそれぞれからのお祝い
メッセージとともに届けられるこの“かるしおお祝い膳”
は安全な医療の提供とともに、人生における大きな
イベントである出産に対する祝福の気持ちを届ける
ものなのです。

かるしおお祝い膳の提供について

IN F O R M AT I O N
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周産期・婦人科部 部長　吉松 淳

吉松 淳（よしまつ じゅん）／周産期・婦人科部 部長
〈専門領域〉周産期学
〈学会活動など〉 
日本胎盤学会理事、日本糖尿病・妊娠学会評議員、日本妊娠
高血圧学会理事、日本産婦人科・新生児血液学会評議員、
腎と妊娠研究会理事、大阪産婦人科医会理事、日本周産期・
新生児医学会評議員、日本産科婦人科学会認定専門医、日本
産科婦人科学会認定指導医、母体保護法指定医、産科医療
保障制度原因分析委員会部会委員、大阪府周産期医療協議会
委員、日本母体救命システム普及協議会企画運営委員、近畿
産科婦人科学会学術委員会周産期研究部会委員、大阪医科大学
産婦人科臨床教授、香川大学産婦人科臨床教授、国際周産期
アカデミーメンバー

女性医師もたくさん在籍しています。 エコーでの診察風景。4D画像も見られます。

看護師と助産師が出産後もサポートいたします。 母子ともに元気で出産を終えられるのが、何よりの喜びです。

お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
診
断
は
心
臓

に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心

臓
の
病
気
の
診
断
技
術
は
胎
内
で
の

他
の
異
常
の
診
断
に
も
大
き
く
生
か
さ

れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
全
て
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
多
く
の
こ
と
が
お
腹
の
中
で
わ

か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
先
端
的
技
術

と
知
識
は
赤
ち
ゃ
ん
の
安
全
に
も
十
分

生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
で
周

産
期
医
療
を
行
う
と
き
に
い
つ
も
思
う

こ
と
が
有
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
心
疾
患

を
持
つ
赤
ち
ゃ
ん
が
国
立
循
環
器
病
研

究
セ
ン
タ
ー
で
生
ま
れ
、
治
療
を
受
け

て
育
っ
て
い
き
、
そ
し
て
、
大
人
に
な
っ

て
妊
娠
し
、
自
分
の
生
ま
れ
た
国
立
循

環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
で
子
ど
も
を
産

む
。
私
達
の
施
設
は
そ
ん
な
ふ
う
に
生

命
が
つ
な
が
っ
て
い
く
場
所
で
あ
り
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
な
が
っ
て
い
く
命

の
輪
を
「
安
全
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

で
守
っ
て
い
く
こ
と
が
私
達
の
使
命
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

つながっていく命の輪を「安全」という
キーワードで守る
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Value Interview
「新任部長紹介」

Value Interview■ 7 新任部長紹介

薬剤部 部長 老田 章

次世代の薬剤部、薬剤師の育成を目指して

薬
剤
部
長
の
老
田
で
す
。

昭
和
59
年
に
初
め
て
勤
務
し
、
今
回

で
国
循
は
4
度
目
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。
当
時

は
今
ほ
ど
緑
も
生
い
茂
っ
て
お
ら
ず
、
敷
地

内
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
3
面
あ
り
ま
し
た
。

先
輩
た
ち
と
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
ボ
ー
ル

が
見
え
な
く
な
る
ま
で
追
っ
か
け
、
そ
の
後

ま
た
薬
剤
科
（
当
時
）
に
戻
っ
て
研
究
や
こ

れ
か
ら
の
薬
剤
師
像
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て

い
た
の
が
、
つ
い
先
日
の
よ
う
に
思
い
起
こ

さ
れ
ま
す
。

　

今
で
は
当
た
り
前
の
業
務
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
20
代
の
頃
に
、
薬
剤
科
の
先
駆
け
と

し
て
入
院
患
者
さ
ん
へ
の
服
薬
指
導
を
行
い

ま
し
た
。カ
ル
テ
の
略
語
も
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ

て
い
な
い
我
々
に
医
師
や
看
護
師
が
優
し
く

声
を
か
け
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

20
年
ほ
ど
前
、
I
C
H-

G
C
P
で
我
が
国

も
世
界
標
準
の
治
験
を
実
施
す
る
時
、
循
環

器
の
治
験
管
理
室
の
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
と

し
て
関
わ
り
、
今
で
も
当
時
の
全
国
の
仲
間

達
と
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。
先
日
そ
の
時
の

治
験
に
参
加
さ
れ
て
い
た
患
者
さ
ん
に
「
老
田

さ
ん
お
帰
り
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
と
て
も

驚
き
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
30
歳
頃
、
当
時
の
厚
生
省
医
薬
品

副
作
用
情
報
室
で
、「
医
薬
品
の
安
全
対
策
」

や
「
医
薬
品
副
作
用
健
康
被
害
救
済
制
度
」

に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
国
循
を
起
点
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
経
験
で
き
、
私
の
財
産
と

な
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、

精
一
杯
国
循
に
恩
返
し
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

国
循
も
「
北
大
阪
健
康
医
療
都
市
（
健
都
）」

へ
の
建
て
替
え
移
転
が
迫
り
、
ひ
と
で
言
う

還
暦
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

薬
剤
部
も
今
で
は
病
棟
に
い
る
の
は
当
た
り

前
、
チ
ー
ム
医
療
の
中
に
薬
剤
師
が
い
る
の

は
当
た
り
前
、
臨
床
研
究
、
レ
ジ
デ
ン
ト
薬
剤

師
、
薬
学
生
の
実
務
実
習
受
け
入
れ
な
ど
を

行
い
つ
つ
、「
薬
の
あ
る
と
こ
ろ
薬
剤
師
あ
り
」

の
意
気
込
み
で
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
循
の
薬
剤
部
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
。
国
循

の
薬
剤
部
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
。こ
れ
を
さ
ら

に
推
し
進
め
、
次
世
代
に
繋
が
る
薬
剤
部
、

薬
剤
師
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Value Interview■ 7 新任部長紹介

薬剤部 部長 老田 章

次世代の薬剤部、薬剤師の育成を目指して

薬

老田 章（おいた あきら）／薬剤部 部長

剤
部
長
の
老
田
で
す
。

昭
和
59
年
に
初
め
て
勤
務
し
、
今
回
で
国
循

は
4
度
目
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。
当
時
は
今
ほ
ど

緑
も
生
い
茂
っ
て
お
ら
ず
、
敷
地
内
に
は
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
3
面
あ
り
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
と
仕

事
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
ボ
ー
ル
が
見
え
な
く
な
る

ま
で
追
っ
か
け
、
そ
の
後
ま
た
薬
剤
科
（
当
時
）

に
戻
っ
て
研
究
や
こ
れ
か
ら
の
薬
剤
師
像
に
つ
い

て
語
り
合
っ
て
い
た
の
が
、
つ
い
先
日
の
よ
う
に

思
い
起
こ
せ
ま
す
。

　

今
で
は
当
た
り
前
の
業
務
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

20
代
の
頃
に
、
薬
剤
科
の
先
駆
け
と
し
て
入
院

患
者
さ
ん
へ
の
服
薬
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
カ
ル

テ
の
略
語
も
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
我
々
に

医
師
や
看
護
師
が
優
し
く
声
を
か
け
い
ろ
い
ろ
教

え
て
い
た
だ
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

20
年
ほ
ど
前
、
I
C
H-

G
C
P
で
我
が
国
も

世
界
標
準
の
治
験
を
実
施
す
る
時
、
循
環
器
の

治
験
管
理
室
の
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
関
わ

り
、
今
で
も
当
時
の
全
国
の
仲
間
達
と
繋
が
り

が
あ
り
ま
す
。
先
日
そ
の
時
の
治
験
に
参
加
さ
れ

て
い
た
患
者
さ
ん
に
「
老
田
さ
ん
お
帰
り
」
と
声

を
か
け
ら
れ
、
と
て
も
驚
き
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
30
歳
頃
、
当
時
の
厚
生
省
医
薬
品
副
作

〈略　歴〉
昭和 57 年
昭和 59 年
昭和 62 年
平成   3 年
平成 25 年
平成 26 年
平成 28 年

大阪薬科大学卒業
国立循環器病センター
厚生省薬務局安全課
国立循環器病センター
NHO兵庫青野ヶ原病院
NHO敦賀医療センター
4月より現職

老田 章（おいた あきら）／薬剤部 部長

〈略　歴〉
昭和 57 年
昭和 59 年
昭和 62 年
平成   3 年
平成 25 年
平成 26 年
平成 28 年

大阪薬科大学卒業
国立循環器病センター
厚生省薬務局安全課
国立循環器病センター
NHO兵庫青野原病院
NHO敦賀医療センター
4月より現職

用
情
報
室
で
、「
医
薬
品
の
安
全
対
策
」
や
「
医

薬
品
副
作
用
健
康
被
害
救
済
制
度
」
に
携
わ
り

ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
国
循
を
起
点
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
経
験
で
き
、私
の
財
産
と
な
っ
て
お
り
、

ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
精
一
杯
国
循
に
恩
返

し
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
循
も
「
北
大
阪
健
康
医
療
都
市
（
健
都
）」

へ
の
建
て
替
え
移
転
が
迫
り
、
ひ
と
で
言
う
還
暦

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

薬
剤
部
も
今
で
は
病
棟
に
い
る
の
は
当
た
り
前
、

チ
ー
ム
医
療
の
中
に
薬
剤
師
が
い
る
の
は
当
た
り

前
、
臨
床
研
究
、
レ
ジ
デ
ン
ト
薬
剤
師
、
薬
学
生

の
実
務
実
習
受
け
入
れ
な
ど
を
行
い
つ
つ
、「
薬

の
あ
る
と
こ
ろ
薬
剤
師
あ
り
」
の
意
気
込
み
で
、

さ
ら
に
発
展
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
循
の
薬
剤
部
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
。
国
循

の
薬
剤
部
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
。
こ
れ
を
さ

ら
に
推
し
進
め
、
次
世
代
に
繋
が
る
薬
剤
部
、

薬
剤
師
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

写真

Value Interview■ 7 新任部長紹介

看護部 部長 三井  佐代子

過去から現在、そして将来に向け、
パワーアップする看護部

看

が
、
初
め
て
当
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
し
た
の
が
、
昭

和
55
年
、
国
循
が
循
環
器
疾
患
の
究
明
と
制
圧

を
目
的
に
開
設
さ
れ
た
３
年
目
の
春
で
し
た
。

仲
間
（
医
師
・
看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々
）

と
共
に
、
よ
く
働
き
、
よ
く
勉
強
し
、
と
こ
と

ん
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
そ
し
て
よ
く
遊
び
ま

し
た
。

　

数
ヶ
所
転
勤
の
後
、
看
護
師
長
と
し
て
当
セ
ン

タ
ー
に
戻
っ
て
き
た
の
が
、
法
の
元
に
実
施
さ
れ

る
心
臓
移
植
に
沸
き
立
つ
時
で
し
た
。
当
セ
ン

タ
ー
で
の
初
め
て
の
心
臓
移
植
術…

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
学

習
を
続
け
な
が
ら
そ
の
時
を
待
っ
て
い
た
看
護
師

達
と
、
移
植
前
後
の
ケ
ア
、
管
理
に
つ
い
て
検
討

三井 佐代子（みつい さよこ）／看護部 部長
〈略　歴〉
当センターに、新人看護師として、就職。
その後、国立病院で、看護教員、看護師長の経
験を積み、再び、当センターに、看護師長と
して着任。
●２０００年～
近畿地方医務局、近畿厚生局等で、看護行
政職。
●２００９年～  
国立病院機構南京都病院、姫路医療センター、
京都医療センターの看護部長を歴任し、２０１６
年４月から当センター看護部長。

Value Interview■ 7 新任部長紹介

看護部 部長 三井  佐代子

現在と将来の国循の使命を担う看護部

私
が
、初
め
て
国
循
で
勤
務
し
た
の
が
、
昭
和

55
年
、国
循
が
循
環
器
疾
患
の
究
明
と
制

圧
を
目
的
に
開
設
さ
れ
た
３
年
目
の
春
で
し
た
。

仲
間
（
医
師
・
看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々
）

と
共
に
、
よ
く
働
き
、
よ
く
勉
強
し
、
と
こ
と
ん

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、そ
し
て
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

　

数
ヶ
所
転
勤
の
後
、
看
護
師
長
と
し
て
国
循
に

戻
っ
て
き
た
の
が
、
法
の
元
に
実
施
さ
れ
る
心
臓

移
植
に
沸
き
立
つ
時
で
し
た
。
国
循
で
の
初
め
て

の
心
臓
移
植
術…

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
学
習
を
続
け
な
が

ら
そ
の
時
を
待
っ
て
い
た
看
護
師
達
と
、
移
植
前

後
の
ケ
ア
、管
理
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
４
月
、
再
び
の
出
戻
り
と
な
り

ま
し
た
。
看
護
部
は
昔
の
ま
ま
の
、
医
療
・
看
護

に
真
っ
正
面
か
ら
挑
戦
で
き
る
集
団
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
い
え
い
え
、
も
っ
と
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
職
員
は
、
4
月
1
日
現
在
で
6
6
1
名
の

大
集
団
と
な
り
、
25
名
の
看
護
師
長
、
69
名
の
副

看
護
師
長
、
そ
し
て
専
門
看
護
師
、
認
定
看
護
師
、

国
循
認
定
の
専
門
看
護
師
（
Ｃ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
）
等
に
よ
っ

て
、
質
の
高
い
看
護
実
践
と
教
育
、
研
究
、
情
報

発
信
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
堅
の
看
護
師
達
は

自
己
の
役
割
を
遂
行
し
つ
つ
後
輩
の
面
倒
を
よ
く

見
て
、
1
0
0
名
近
く
の
新
人
看
護
師
達
も
、
専

門
性
の
高
い
看
護
実
践
能
力
の
獲
得
の
た
め
に
、

時
に
空
回
り
を
し
な
が
ら
も
、
惜
し
み
な
い
努
力

を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
そ
し
て
移
転
後
の
新
し
い
国
循
が
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
使
命
を
着
実
に
担
え
る

よ
う
、看
護
師
達
の
力
（
専
門
的
な
知
識
と
技
術
、

看
護
の
心
）
が
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

三井  佐代子（みつい さよこ）／看護部 部長

〈略　歴〉
国立循環器病センターに、新人看護師として、
就職。
その後、国立病院で、看護教員、看護師長の経験
を積み、再び、当センターに、看護師長として
着任。
●２０００年～
近畿地方医務局、近畿厚生局等で、看護行政職。
●２００９年～  
国立病院機構南京都病院、姫路医療センター、
京都医療センターの看護部長を歴任し、２０１６年
４月から当センター看護部長。

護
部
長
の
三
井
と
申
し
ま
す
。

私
が
、
初
め
て
当
セ
ン
タ
ー
で
勤
務

し
た
の
が
、
昭
和
55
年
、
当
セ
ン
タ
ー
が
循

環
器
疾
患
の
究
明
と
制
圧
を
目
的
に
開
設
さ

れ
た
３
年
目
の
春
で
し
た
。
仲
間
（
医
師
・

看
護
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々
）
と
共
に
、

よ
く
働
き
、
よ
く
勉
強
し
、
と
こ
と
ん
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、そ
し
て
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

　

数
ヶ
所
転
勤
の
後
、
看
護
師
長
と
し
て
当

セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
き
た
の
が
、
法
の
元
に
実

施
さ
れ
る
心
臓
移
植
に
沸
き
立
つ
時
で
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
の
初
め
て
の
心
臓
移
植
術…

Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
学
習
を
続
け
な
が
ら
そ
の
時
を

待
っ
て
い
た
看
護
師
達
と
、
移
植
前
後
の
ケ

ア
、
管
理
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
４
月
、
再
び
の
出
戻
り
と

な
り
ま
し
た
。看
護
部
は
昔
の
ま
ま
の
、医
療
・

看
護
に
真
っ
正
面
か
ら
挑
戦
で
き
る
集
団
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
い
え
い
え
、

も
っ
と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
職
員
は
、
4
月
1
日
現
在
で
6
6
1
名

の
大
集
団
と
な
り
、
25
名
の
看
護
師
長
、
69
名

の
副
看
護
師
長
、
そ
し
て
専
門
看
護
師
、
認
定

看
護
師
、
当
セ
ン
タ
ー
認
定
の
専
門
看
護
師

（
Ｃ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
）
等
に
よ
っ
て
、
質

の
高
い
看
護
実
践
と
教
育
、研
究
、

情
報
発
信
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
堅
の
看
護
師
達
は
自
己
の
役

割
を
遂
行
し
つ
つ
後
輩
の
面
倒
を

よ
く
見
て
い
ま
す
。

　

1
0
0
名
近
く
の
新
人
看
護
師

達
も
、
専
門
性
の
高
い
看
護
実
践

能
力
の
獲
得
の
た
め
に
、
時
に
空

回
り
を
し
な
が
ら
も
、
惜
し
み
な

い
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
そ
し
て
移
転
後
の
新
し
い
当
セ
ン

タ
ー
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
使
命
を

着
実
に
担
え
る
よ
う
、
看
護
師
達
の
力
（
専

門
的
な
知
識
と
技
術
、
看
護
の
心
）
が
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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連携医紹介連携医紹介㉑㉑連携医紹介㉑

〒564-0063 吹田市江坂町３-３１-５
（江坂駅、豊津駅等からシャトルバスあり）
TEL：０６-６３３０-１１３５ http://www.kanda-mc.com

9：00～12：00
14：00～16：00

17：00～19：00

診療時間 月 火 水 木 金 土 日

【休診日】日・祝の全日と土曜の夕診（診療は予約制）

神田 宏治（かんだ こうじ）先生院長 / 医師神田マタニティクリニック医療法人琢生会

午前診

午後診

夕　診

当院は、吹田市江坂に位置する産婦人科医
院で、「加藤産婦人科」から「神田マタニティ
クリニック」と改称し１０年目となります。国立
循環器病研究センター（国循）出身の医師を
含め４人の常勤医師が在籍しており、年間約
９００人のベビーが誕生しています。また吹田
市で唯一の公的臍帯血バンクの採取施設に認
定されています。
　当院から国循へは胎児先天性心疾患、循環器病合併妊娠、遺伝相談や分娩時の
救急疾患等で多くの患者様を紹介し診て頂いています。特にここ数年は、吉松部長
の主催される毎年の国循周産期セミナー等で胎児エコーの研鑽を重ね、総肺静脈
還流異常症、大動脈離断症といった以前は判別困難であった症例も、胎児スクリー
ニングで診断し紹介できるようになり喜んでおります。今後も最先端の国循のお膝元
で、近隣の方が適切に国循を受診できる架け橋となれますようにスタッフ一同で精進
する所存です。（院長：神田宏治）

最新医療

肺に慢性的に血栓ができると心臓から肺に血液を

送る肺動脈の血圧が高くなり、肺動脈に血液を送

り込む右心室の機能が低下します（右心不全）。この

病気が慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）です。

近年、CTEPHの治療法としてカテーテルを用いて肺

動脈内で風船（バルーン）を膨らませて詰まった箇

所を広げる「バルーン肺動脈形成術（BPA）」が注

目されています。様々な研究から肺動脈血圧の低下

のみならず右心室機能の改善や自覚症状の改善など

の効果や安全性が認められているからです。

　一方、中には複数回 BPA 施術後も息切れなどの

心不全症状や運動能力が改善しない例も少なくな

いことが、BPA の新たな問題点として注目されてい

ます。この問題に対し、心臓リハビリテーション（心

リハ）の有効性を確認する研究を実施しました。

　本研究では、BPA 施術後 1 週間以内に心リハを

開始し12週間実施したグループと心リハを実施しな

いグループの、心リハ実施期間終了後のそれぞれの

運動機能回復の度合いを確認しました。その結果、

心リハ不参加群では治療直後から比べて 2.3％向上

したのに対し、心リハ参加群では 11.2％も向上して

いました（図）。また、年齢から予測する運動能力

と比較し 80％以上の運動能力があれば正常といえ

ますが、12週間の心リハに参加した患者さんの運動

能力は年齢から予測する値の 78％程度と、ほぼ正

常値に近いレベルにまで回復したことも明らかにな

りました。

　

　CTEPH 患者さんは従来安静が望ましいと考えら

れていましたが、本研究により積極的な心リハは

BPA 術後の機能回復に非常に有効であるとわかり

ました。体を動かした際の血中酸素濃度低下により

在宅酸素療法を併用しなければならないケースが多

いという問題もあるため、今後は従来の運動療法

に加え呼吸筋力や血中酸素濃度を改善させるような

リハビリ手法の確立が望まれます。

慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）における

バルーン肺動脈形成術（BPA）後の

心臓リハビリの有効性を確認

肺循環科医師　福井 重文

+2.3％

+11.2％

心リハ不参加群 参加群

酸
素
取
込
量
改
善
率
︵
％
︶

50

40

30

20

10

-10

-20

0

心リハ実施の有無における、心リハ実施の有無における、
酸素取込酸素取込量量（運動機能改善を示す（運動機能改善を示す））の比較の比較
心リハ実施の有無における、
酸素取込量（運動機能改善を示す）の比較図

S-S-11gg大会大会をを実施しまし実施しましたた！！
　循環器病予防につながる減塩を推進する活動と地産地消を応援する目的で、

美味しい減塩食を全国各地から発掘する減塩レシピコンテスト「第 3 回 S-1g

（エス・ワン・グランプリ）大会」を、2016年6月4日、大阪ガスハグミュージアム（大

阪市西区）で開催しました。午前中に参加14チームが自慢の減塩食の調理を、

午後に各地での取組みのプレゼンテーションを実施しました。

　今回グランプリを獲得したのは、岩手県立中央病院による「かるしおで美味

すぎ！彩り野菜のキーマカレー」でした。どのチームも最後まで一生懸命調理

や発表をしていただき、とても盛り上がった大会になりました。

かるしおで美味（うま）すぎ！
彩り野菜のキーマカレー

岩手県立中央病院　栄養管理室チーム女子

調理風景調理風景 表彰式表彰式調理風景 表彰式

第第33回回 S-1g大会を実施しました！第3回

一品料理レシピ

根菜と油揚げのごまみそ汁
使用材料（2人分） 作り方・切り方

仕上げ・盛り付け

①じゃがいも、大根、人参は７～８ｍｍ角の拍子木切りにする。
②油揚げは７～８ｍｍ幅に切る。
③青葱は小口切りにしておく。

①鍋に出し汁を入れて煮たせてから青葱以外の野菜を入れ、
　柔らかくなったら、みそ、練りごまを溶きいれる。
②器に盛り、すりごまをふり、青葱を天盛りにする。

じゃがいも
大根
人参
油揚げ
青葱

80ｇ
60ｇ
20ｇ
5ｇ
6ｇ

《調味料》
みそ
白練りごま
白すりごま

かつおだし

16ｇ
10ｇ
2ｇ

300ｃｃ

【医師】佐藤 直美、遠藤 紫穂、篠原 智子
【在籍専門医】産婦人科専門医、臨床遺伝
　　　　　　　専門医、細胞診専門医

【診療科目】産婦人科

減塩食減塩食のレシピのレシピ減塩食のレシピ
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私たちは、国民の健康と幸福のため、高度専門医療研究センターとして循環器
疾患の究明と制圧に挑みます。

● 国立循環器病研究センター理念

● 基本方針
循環器病のモデル医療や世界の先端に立つ高度先駆的医療を提供します。
透明性と高い倫理性に基づいた安全で質の高い医療を実現します。
研究所と病院が一体となって循環器病の最先端の研究を推進します。
循環器病医療にかかわるさまざまな専門家とリーダーを育成します。
全職員が誇りとやりがいを持って働ける環境づくりを実践します。

1
2
3
4
5

VOL

24

20

16
 SUMMER

Value Interview

Value Interview
新任部長紹介（看護部部長／薬剤部部長）

最新医療
慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）におけるバルーン
肺動脈形成術（BPA）後の心臓リハビリの有効性を確認
第 3回 S－1g 大会を実施しました！
減塩食のレシピ
連携医紹介

こくじゅん通信

周産期・婦人科部
つながっていく命の輪を
「安全」というキーワードで守る

※

次
号
は　

月
発
行
予
定
で
す
。

10

National Cerebral and Cardiovascular Center

【お問い合せ】

ACCESS

　名神高速道路沿線から

●吹田ＩＣより約１０分

●茨木ＩＣより国道１７１号線今宮を経て約２０分

　近畿自動車道沿線から

●吹田ＩＣより約１０分

　中国自動車道沿線から

●中国池田ＩＣより中央環状線千里中央を経て約２０分

自動車利用の場合

交通アクセス

　地下鉄御堂筋線・北大阪急行線千里中央駅から

●阪急バス 5 番乗場（一部 6 番乗場）　「循環器病センター前」下車（１５分）

●タクシー（３.４ｋｍ，１０分）

　阪急電鉄千里線北千里駅から

●阪急バス 5 番乗場　「循環器病センター前」下車（５分）

●タクシー（１.３ｋｍ，３分）

●徒歩（１５分）

　東海道線・新幹線新大阪駅から

●地下鉄御堂筋線千里中央行　千里中央駅下車（１８分）

鉄道利用の場合

※阪急バスをご利用の方は急行など一部当センター前に停車しない便が

　ありますので、乗車前に十分ご確認ください。

　大阪国際空港（伊丹）から

●大阪モノレール　千里中央駅下車（１２分）

　千里中央にて阪急バスに乗り換え　　阪急バス 5 番乗場（一部 6 番乗場）

　「循環器病センター前」下車（１５分）

●タクシー（２０分）

航空機利用の場合

※阪急バスをご利用の方は急行など一部当センター前に停車しない便が

　ありますので、乗車前に十分ご確認ください。 萱野

国立研究開発法人　国立循環器病研究センター　〒565-8565　大阪府吹田市藤白台５丁目７番１号
国立循環器病研究センター総務課広報係　TEL : 06-6833-5012（代）　http://www.ncvc.go.jp

【お問い合せ】

国立研究開発法人　国立循環器病研究センター　〒565-8565　大阪府吹田市藤白台５丁目７番１号
国立循環器病研究センター総務課広報係　TEL : 06-6833-5012（代）　http://www.ncvc.go.jp

※無料直行バスは、2015 年 12 月 28 日をもって廃止いたしました。

National Cerebral and Cardiovascular Center

※

次
号
は　

月
発
行
予
定
で
す
。

●JR東海道線・新幹線「新大阪」駅下車→地下鉄御堂筋線・

北大阪急行線「千里中央」駅下車→阪急バス5番乗場（一部

6番乗場）「循環器病センター前」下車

●阪急電鉄千里線「北千里」駅下車→阪急バス5番乗場「循環器

病センター前」下車

●大阪国際空港（伊丹空港）→大阪モノレール「千里中央」駅

下車→阪急バス5番乗場（一部6番乗場）「循環器病センター

前」下車

●名神高速道路「吹田IC」より約10分

●名神高速道路「茨木IC」より国道171号線「今宮交差点」を

経て約20分

ACCESS交通アクセス

萱野

「国立循環器病研究センター」は、新しい医療モデルを産み出すクリエイティブな場。それは無限の循環・相互作用となって、
つながっていきます。「青」と「赤」のカラーは、静脈と動脈を示すと同時に、医療と研究、知性と情熱、患者と医師といった、
相対する要素の相互触発と協力をあらわしています。

シンボルマーク

I n f o r m a t i o n
National Cerebral and Cardiovascular Center

国循 市民公開講座を開催いたします

平成 28年7月29日に阪急うめだホールにて「第14回国循　市民
公開講座」を開催いたします。

　本講座は2部制になっており、第1部では2月1日に第2代理事長に就

任した小川久雄が、循環器病の全体的な現状と平成 30年度末に予定

している国循の移転建替を踏まえた今後の国循の展望について講演し

ます。第2部では国循病院の各診療部門長等による講演を実施します。

国循の主な診療部門全てについて一度に講演を行う機会は非常に少

ないので、ぜひ足をお運びいただければ幸いに存じます。

　プログラムの詳細は下記のとおりです。

第14回

〈第1部〉理事長講演：これからの国循
 開会挨拶（病院長　峰松一夫）

● 増え続ける循環器疾患とこれからの国循（理事長　小川久雄）
〈第2部〉循環器病講座
● 循環器疾患予防を目指した生活習慣病の克服～克服の方法と国循の取り組み～
  （生活習慣病部門長　細田公則）
● 脳卒中を疑えば、ACT FAST!（脳血管内科医長　横田千晶）
● 心臓病の子どもたちを救う！～小児循環器医療の最前線から～
  （小児循環器・周産期部門長　白石公）
● とどけ心電図！ここまで進んだ急性心筋梗塞に関する救急隊との連携
 （心臓血管内科医長　田原良雄）
● 身体への負担が少ない新しい診断治療法（副院長　安田聡）
● 患者に優しい心臓外科の新しい治療法（副院長　小林順二郎）
閉会挨拶（副院長　安田聡）

場　　所

会場の詳細図は下図のとおりです↓参加費参加費
無料無料
参加費
無料

● 阪急、阪神 「梅田駅」から徒歩約３分
● ＪＲ｢大阪駅」から徒歩約３分
● 地下鉄御堂筋線「梅田駅」から徒歩約２分

御
堂
筋

大丸
百貨
店

阪急
梅田駅

HEP FIVE

HEP
NAVIO

ヨドバシ
カメラ

新
御
堂
筋

JR大
阪駅

阪阪急急うめだホールうめだホール
（阪急百貨店うめだ本店）（阪急百貨店うめだ本店）

阪急うめだホール
（阪急百貨店うめだ本店）

阪急うめだホール
（阪急百貨店うめだ本店９階）

国循 市民公開講座を開催しました
平成28年7月29日に阪急うめだホールにて「第14回　国循　市民公開講座」を開催しました。今回は
特定の診療部門に焦点を当てた従来の講座ではなく、国循の主な診療部門全てについての講座でした。

　本講座は2部制になっており、第1部では2月1日に第2代理事長に就任した小川久雄が、循環器病

の全体的な現状と平成 30年度末に予定している国循の移転建替について講演いたしました。第 2 部では

国循病院の各診療部門長等による講演を実施いたしました。理事長が一般の方に講演させていただく

ことや国循の全診療部門をご紹介することは滅多にありませんので、国循病院について皆様に知って

いただくいい機会となったと考えます。

　実施したプログラムの詳細は下記のとおりです。

第14回

〈第1部〉理事長講演：これからの国循
 開会挨拶（病院長　峰松一夫）

● 増え続ける循環器疾患とこれからの国循（理事長　小川久雄）

〈第2部〉循環器病講座
● 循環器疾患予防を目指した生活習慣病の克服～克服の方法と国循の取り組み～
  （生活習慣病部門長　細田公則）
● 脳卒中を疑えば、ACT FAST!（脳血管内科医長　横田千晶）
● 心臓病の子どもたちを救う！～小児循環器医療の最前線から～
  （小児循環器・周産期部門長　白石公）
● とどけ心電図！ここまで進んだ急性心筋梗塞に関する救急隊との連携
 （心臓血管内科医長　田原良雄）
● 身体への負担が少ない新しい診断治療法（副院長　安田聡）
● 患者に優しい心臓外科の新しい治療法（副院長　小林順二郎）
閉会挨拶（副院長　安田聡）

今後とも国循をよろしくお願いいたします。

　心臓に病気のあるお母さんの分娩では硬膜外麻酔による無痛分娩が行われ

ます。国立循環器病研究センター周産期・婦人科部では多くの心疾患患者さん

の分娩を取り扱っており、日常的に無痛分娩を行っています。無痛分娩をご希望

される方はどうぞお問い合わせください。

硬膜外麻酔下無痛分娩について

国立循環器病研究センターで出産される患者様に
は心臓や脳血管に合併症をお持ちの方が多くいらっ
しゃいます。出産を終了してもしばらくの入院管理や、
その後も元々お持ちの疾患に対する治療が継続され
ることがほとんどです。もちろん、無事に出産するこ
とが最も重要なことです。リスクを抱える妊婦さんに
とってはなおさら安全の確保が優先され、通常以上
の医学的管理がなされます。しかし、一方で、妊娠、
出産は家族にとってのお祝いごとです。厳重な医学
的管理のもと出産される当センターの患者様にとっ
てもそのことは変わりません。
　多くの分娩を取り扱う施設では“お祝い膳”として
分娩後に特別な食事が用意されます。妊娠、出産を
乗り越えた妊婦さんへのねぎらいとお祝いの気持ち
が込められたものです。私たちは普通よりも多くのリ
スクを抱えて妊娠、出産された患者様にも新しい命
の誕生や、無事出産を終了されたことへのお祝いの
気持ちを“お祝い膳”として伝えたいと以前より考
えていました。しかし、その様な患者様にはカロリー
や塩分の制限が必要な場合が多く、単なる“お祝い
膳”を提供することができませんでした。

　国立循環器病研究センターでは塩を軽く使ってうま
みを引き出す減塩の新しい考え方を「かるしおプロ
ジェクト」として広めることに取り組んできました。入
院中の患者様にもこの考え方にそった病院食が提供
されています。この「かるしおプロジェクト」のもと、
4 月より通常の病院食から一歩進んだ“お祝い膳”
を提供することができるようになりました。何人もの
妊婦さんに召し上がっていただき好評を博しておりま
す。分娩後の落ち着いた状態を確認し、周産期病棟
スタッフ、栄養管理室スタッフそれぞれからのお祝い
メッセージとともに届けられるこの“かるしおお祝い膳”
は安全な医療の提供とともに、人生における大きな
イベントである出産に対する祝福の気持ちを届ける
ものなのです。

かるしおお祝い膳の提供について

IN F O R M AT I O N


